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ユーグレナおよびその成分であるパラミロンの 

胃がんモデルマウスの初期病変に対する効果 

 

国立大学法人東京大学 

株式会社ユーグレナ 

 

東京大学大学院農学生命科学研究科の平山和宏教授、角田茂准教授らと株式会社ユーグレ
ナ（本社：東京都港区、代表取締役社⻑：出雲 充）は、共同研究により、微細藻類ユーグ
レナの乾燥粉末が、将来胃がんに進展すると予想される胃粘膜の炎症を抑制することを示唆
する研究成果を確認しました。 
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２．発表のポイント：  

◆ 微細藻類であるユーグレナ（注 1）の乾燥粉末を、胃がんを自然発症する遺伝子改変モデ

ルマウスに投与し、その効果を検討しました。 

◆ ユーグレナは将来胃がんに進展すると予想される胃粘膜の炎症を抑制することができま

した。また、転移や悪性化に関連する遺伝子の発現も抑えられました。 

◆ 今回の研究は胃がんそのものを抑制するかどうかを観察したものではありませんが、ユ

ーグレナの摂取によりがんの発生や進展を遅らせることができれば、がん患者の生存率

を向上させられると期待されます。 

 

３．発表概要：  

東京大学大学院農学生命科学研究科獣医学専攻の平山和宏教授、角田茂准教授らは、株式
会社ユーグレナなどとの共同研究で、A4gnt 遺伝子欠損マウス（注 2）という胃がんを自然
発症する疾病モデルマウス（以下「胃がんモデルマウス」）を用いて、ユーグレナの経口摂
取が胃がんの初期過程に及ぼす影響について検討しました。 

3 週間にわたるユーグレナの投与で、正常なマウスに比べて胃がんモデルマウスの胃粘膜
で顕著に増加する炎症細胞の数が有意に減少しました。発現が異常に亢進することが知られ



ているサイトカインやケモカイン（注 3）などの遺伝子発現も抑制しました。胃粘膜の異形
成や細胞の増殖には明らかな効果を示しませんでした。 

本研究は、胃がんモデルマウスの初期病変に対するユーグレナの効果を明らかにしたもの
で、胃がんの発生を直接観察したものではありませんが、胃粘膜の炎症を抑制することで将
来の胃がんの発症を抑えることができる可能性を示唆しています。胃がん患者の生存率はい
かに早期にがんを発見できるかに大きくよっていますので、胃がんの発生や進行を遅らせる
ことができれば、胃がんによる死亡をさらに減らすことができると期待できます。 

 

４．発表内容：  

胃がんは世界的には 2 番目に多いがんであり、日本では年間約 129,000 人に発生し、約
43,000 人の死亡原因となっています
（https://ganjoho.jp/reg_stat/statistics/stat/summary.html）。今では胃がんは必ずしも死
に直結する病ではなくなってはいますが、その生存率はいかに早期にがんを発見できるかに
大きくよっています。従って、胃がんの発生や進行を遅らせることができれば、胃がんによ
る死亡をさらに減らすことができると期待できます。 

そこで平山教授らは、株式会社ユーグレナなどとの共同研究で、A4gnt 遺伝子欠損マウス
という胃がんを自然発症する疾病モデルマウス（以下「胃がんモデルマウス」）を用いて、
ユーグレナまたはユーグレナの成分のひとつであるパラミロンという物質の経口投与が胃が
んの初期過程に及ぼす効果について検討しました。本研究では、雄および雌の 10 週齢の胃
がんモデルマウスにユーグレナまたはパラミロンを 3 週間毎日投与して、その効果を観察し
ました。このモデルマウスの胃がんは 

 

「慢性的な炎症による胃粘膜の増殖亢進（過形成）→異常な細胞の増殖（異形成）→がん」 

 

というヒトの胃がんによく見られる過程と同じ進行をするのが特徴ですが、今回の研究で用
いた 10〜13 週齢では、初期病変である胃粘膜の異形成が見られる前がんステージです。 

3 週間にわたるユーグレナまたはパラミロンの投与で、正常なマウスに比べて胃がんモデ
ルマウスの胃粘膜で顕著に増加する CD3 陽性 T リンパ細胞という炎症にかかわる細胞の数
が有意に減っているのが観察されました。同じく炎症にかかわる多形核白血球にも減少する
傾向が見られました。さらに、胃がんモデルマウスの胃粘膜で発現が異常に亢進することが
知られているサイトカインやケモカインなどの遺伝子解析を行ったところ、ユーグレナの投
与は胃粘膜上皮細胞の増殖を促進するサイトカインである IL-11 と炎症を促進させがん細胞
の転移や浸潤の能力を高めるケモカインである Cxcl1 の遺伝子の発現を抑制しました。残念
ながら組織学的には、胃粘膜の異形成や細胞の増殖に明らかな効果を示しませんでした。 

一方、パラミロンを投与した胃がんモデルマウスでは、胃粘膜の CD3 陽性 T リンパ細胞
を減少させ、IL-11 と炎症にかかわるケモカインである Ccl2 の遺伝子発現を抑制しました
が、その効果はユーグレナの投与ほど顕著ではありませんでした。このことは、ユーグレナ



の炎症を抑制する効果はパラミロンだけでなく、ユーグレナに含まれるさまざまな成分も重
要な役割を持っていることを示唆しています。 

また、ユーグレナの投与は胃がんモデルマウスの小腸内の IgA（免疫グロブリン A）（注
4）の産生を促進しました。 

本研究は、胃がんモデルマウスの初期病変に対するユーグレナの効果を検討したもので、
胃がんの発生を直接観察したものではありませんが、ユーグレナの摂取が胃粘膜の炎症を抑
制することで、将来の胃がんの発症を抑えることができる可能性を示唆しています。今後、
胃がんが発症するまで⻑期に効果を観察する実験により、ユーグレナの抗がん効果が明らか
にされることが望まれます。 
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7．用語解説：  

注 1 ユーグレナ 

ユーグレナは動物と植物の両方の性質を持つ微細藻類で、その健康効果のために食品やサ
プリメントとして広く利用されています。これまでに、ユーグレナが腸内細菌叢のバラン
スを調整して免疫バランスを調整する可能性（https://www.euglena.jp/news/20210115-

2/）、免疫を介して肺がんの増殖を抑制する可能性
（https://www.euglena.jp/news/200512-2/）などが報告されています。 

 

注 2 A4gnt 遺伝子欠損マウス 

A4gnt 遺伝子欠損マウスは信州大学の中山淳教授らが開発した、α1,4-N-アセチルグルコ
サミン転移酵素をコードする A4gnt 遺伝子を欠損した胃がんのモデルマウスです。α1,4-

N-アセチルグルコサミンは胃と十二指腸の粘膜に存在する糖鎖ですが、ヒトの胃がんにお
いて消失しているケースがあることが確認されており、一部の胃がん患者ではその発現と
予後が相関することが報告されています。A4gnt 遺伝子欠損マウスは、胃粘膜の α1,4-N-

アセチルグルコサミンを欠き、加齢に伴い胃がんを自然発症します。 

 

注 3 サイトカイン、ケモカイン 

サイトカインやケモカインは生体内で免疫の情報伝達を担うたんぱく質で、免疫細胞の活
性化や機能抑制を担います。 

 

注 4 IgA 

IgA（免疫グロブリン A）は、腸管腔内や粘膜内に分泌されて、腸内常在細菌の腸管粘膜
上皮細胞への接触や侵入を防ぐことで、腸管免疫系が過剰に刺激されないように調節して
いると考えられています。 

 



8．添付資料： 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1：胃粘膜の CD3 陽性 T リンパ細胞（炎症性細胞）に対するユーグレナおよびパラミロン

の影響 
矢じりは、粘膜の炎症に関わる CD3 陽性 Tリンパ細胞を示します。 

 

図２：胃がんの発症に関わるサイトカインやケモカインの遺伝子発現 
胃がんモデルマウスにユーグレナもパラミロンも投与していない未投与コントロールに対して

有意差あり（**p<0.01, *p<0.05, n.s.有意差なし） 


